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   この実践で目指したこと ✔人とつながる ✔ 社会とつながる ✔ 未来とつながる（SDGs） 

ねらい（自分たちで育てた野菜を収穫し、みんなで食べる経験を通して、協力することの大切さ

を学び、その経験を生活の中でいかす。） 

         実践の様子 

△環境係を中心に調理       △美味しそうな冷やしそうめん 

◅春に植えた野菜を収穫 

✨ 子どもたちの輝いた姿（できるようになったこと・見られた変化や気づき） 

舎生みんなで育てた野菜をみんなで収穫し、みんなで美味しくいただくことができました。環境係の

生徒たちが張り切って用意をして、「みんなが楽しめるためにはどうすればいいか？」と、工夫する

姿が見られました。また、普段はみんなと活動したがらない生徒も仲良く美味しい野菜を食べること

ができ、食べ物を通じた舎生同士のたのしい交流が生まれました。 

              良かった点（どんな「つながり」が生まれた？）・改善したい点 

一部の舎生だけでなく、全員がこの活動に参加することができたことが良かった点です。そして今回

の活動は自分たちで育てたものを自分たちで食べる、という意味で「地産地消」の活動となり、地球

の未来を考えながら、そして楽しみながら社会に「つなげる」活動になりました。 

 

   関連する SDGs（あてはまるものに〇） 

①貧困 ②飢餓 ③健康 ④教育 ⑤ジェンダー ⑥水 ⑦エネルギー ⑧働きがい ⑨産業 ⑩不平等  

⑪まちづくり ⑫つくる責任つかう責任 ⑬気候変動 ⑭海 ⑮陸 ⑯平和 ⑰パートナーシップ 


